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京 都 観 世 会 館 案 内 図 ◆京都観世会館へは

J疎 者F薔尺から一
市バスロ で「岡崎公園 美術館・平安神官前」下車

徒歩約 3分        (乗 車時間約30分 )

市バス田国 [2∞]で「東山仁王門」下車

徒歩約 5分         (乗 車時間約30分 )

地下鉄鳥丸線「鳥丸御池駅」にて東西線に乗 り換え

「東山駅」下車 (乗車時間約20分 )

阪急螂 河原暇 か ら
一

市バスロ 区□ 匝豆コ 匝互コ で「東山仁王門」下車

徒歩約 5分         (乗 車時 F口]約 15分 )

京阪三細 か ら
一

市バス1:コ で「岡崎公園美術館・平安神宮前」下車
徒歩約 3分         (乗 車時間約 7分 )

地下鉄東西線で「東山駅」下車 (乗 車時間約 1分 )

JR二 条駅から
一

地下鉄東西線で「東山駅」下車 (乗 車時間約 8分 )

岬 ・醐 方面から
一

地下鉄東西線で「東山駅」下車 (乗車時間約 9～ 17分

地下鉄東西線「東山駅」から
一

①番出日から徒歩約 5分
東隣に有料駐車場 (約 20台 )が ございます
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44〒1606‐8344

お問合せ 。お申込み

だヽ 075-771・6114

一般前売指定席券 (1階)8,500円
‐般前売自由席券    6:5‐ 00円
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前売券は 1月 10日 (水)より発売致します。

◆WEBで指定席が購入できます◆

X通信講座受講生、放送大学1老人大学は■般料金です。
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間
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（十
二
時
半
頃
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響
腋
味

方

　

玄

浮
　
舟彩

色

＝
咄

能
力
茂

山

逸

平

（狂
言
）

太
郎
冠
者
茂
山
あ
き
ら

―

―

休
憩
　
十
分

―

―

（能
）

―

‐
休
憩
卜
五
分

―

―

松 梅 樹 寺

野 田下 澤

浩 嘉 千 拓

行 宏 慧 海

片 河 吉 浦

山村 浪 部

伸 晴 壽 幸

吾 道 晃 裕

船 網

之

橋 段 」:

舞

河 大

村 江

和 信

晃 行

地

橋 浦 河 浅

本 田村 井

忠 保博 風

樹 浩 重 矢

（二
時
二
十
分
頃
）

――
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貴

龍
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方
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晴
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従
債
岡

春

日

龍

神

明
１

人

有

松

遼

龍
女
之
外
　
　
　
一π
信
原
一

附

祝

言

（終
了
予
定
　
三
時
半
頃
）

能 旅
僧
江
崎
欽
次
朗

　

人
巌
河

村

　

卜
、

里
人

茂

‐――

千

ン

，
「

技

吉

阪

＾

貯

・
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バ
イ

充陸

主
人

一成

道
通
り
の
者
＋オ

大
鼓
河
村
凛
太
郎

小
鼓
曽

和

鼓

堂

太
鼓
井

上

敬

介

笛
左

鴻

泰

弘

口 山

甲 ,刀ヾ

也 彦
太

笛 鼓

杉 前

川

市 光

和 長

i也

謡

宮

野 本江

貴 茂 広

彦 樹 祐

梅 浦

若 田
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杉
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朗

（後
見
）
大

江

信

行

大
江
又
三
郎

谷
　
弘
之
助

河
村
浩
太
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大

江

泰

正

古

田

篤
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後
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杉 林

浦 _
菫 刀｀

彦 郎 後
　
見

・
地
　
謡

ア
イ
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逸

平

井
上
裕
之
真
　
田
茂
井
廣
道

大電
木

片
山
九
郎
右
衛
門

揮

喜

多

雅

人

浦

田

保

親

呵
キ
福
Ｅ
茂
―
郎

（後
見
）柴

田

鉄

平

（地
話
）

地
言i

分 青 古 橋

林 木橋 本

道 道 正 光

治 喜 邦 史

【
お
知
ら
せ
】

今
後
の
状
況
の
変
化
に
よ
り
、
当
日
券
販
売
の
有
無
や
催
し
物
の
内
容
変
更
と
な
る
場
合
が
ご
ざ

い
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

「宇
幕
解
説
十
１
ビ
ス
‐
中
用
瑞
米
は
千
円

（税
込
一
に
て
貸
出
い
た
し
ま
す

浮
　
舟

解
　
説

西

行

桜

京
都
西
山
の
西
行
法
師
の
に
室

の
桜
は
今
が
満
間
で
、
郁
か
ら
大

勢
の
見
物
人
が
や

つ
て
く
る
．
西

行
は
今
年
は
桜
キ
一　
人
で
楽
し
も

う
と
思
い
、
能
力
に
化
見
禁
制
の

旨
を
人
々
に
生
日
げ
さ
せ
る
が
、
は

る
ば
る
郁
か
ら
訪
れ
た
人
達
を
む

げ
に
断
る
こ
と
も
で
き
ず
、
花
見

を
計
し

一
行
を
庭

へ
通
す
．
し
か

し
、
や
は
り
俗
な
化
見
客
は
心
外

だ
、
こ
れ

，つ
』腋
の
処
日だ
ろ

つヽ
と

「一化

見
た
と
＝
れ
つ
つ
人
の
来
る
の
み

ぞ
あ
た
ら
桜

の
各

に
は
あ
り
け

る

一
と
歌
に
詠
む

す
る
と
、
そ
の
夜
の
り
に
本
陰

か
ら
桜
の
情
か
現
れ
て
、
先
程
の

歌
を
詠
ん
た
心
を
‐―ｌｌ

ｔ，
た
だ
す
ｉ

そ
し
て

一桜

つ
た
「　
と
さ
れ
た
こ

と
は
小
暇
で
シ
〓
な

ヽ
ヒ
不
満
を
述

べ
、
非
情
叫
心

‐′，
申
卜
の
花
に
は

何
の
罪
も
な

い
こ
と
を
山
行
に
訴

え
る
　
そ
の

．
方
で
、
西
行
と
知

り
合

っ
た
こ
と
は
こ
の
―
な
い
曹

び
だ
と

‐
―

い
、
京
都
の
桜
の
名
所

を
次
々
と
挙
げ
て
そ
の
美
し
さ
を

讃
え
、
春
の
夜
を
＝
し
み
な
が
ら

物
寂
び
た
奸
を
奸

つヽ
　
や
が
て
夜

も
明
け
、
怯

の
構
は
消
え
失
せ
、

西
行

の
り
も
党
め
る

の
で
あ

っ

た
，

彩

色

初
瀬
か
ら
都

へ
向
か
う
旅
の
僧

が
、
宇
治
川
で
芝
船
に
乗
る
女
と

出
会
う
。
女
は
僧
の
問
い
に
、
昔

こ
の
地
に
い
た
浮
舟
の
物
語
を
す

る
。
光
源
氏
の
子

（実
は
柏
木
の

子
）
で
あ
る
薫
に
愛
さ
れ
た
浮
舟

は
、
朱
雀
院
の
子
で
あ
る
兵
部
卿

の
匂
宮
に
通
じ
る
こ
と
に
な
り
、

二
人

へ
の
想
い
に
耐
え
ら
れ
ず
、

姿
を
消
し
た
。
詳
し
く
語
る
女
に
、

僧
は
住
ま
い
を
尋
ね
る
と
、
小
野

の
者
と
答
え
、
物
の
怪
に
苦
し
む

身
の
救

い
を
求
め
て
消
え
失
せ

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
〈中
入
〉

里
人
か
ら
浮
舟
の
物
語
を
聞
い

た
僧
は
、
小
野
に
行
き
、
経
を
読

ん
で
弔
い
を
す
る
。
す
る
と
、
浮

舟
の
霊
が
現
れ
、
物
の
怪
に
取
り

憑
か
れ
、
心
も
空
に
な
っ
た
有
様

を
見
せ
る
が
、
僧
の
弔
い
に
助
け

ら
れ
た
こ
と
を
喜
び
、
夜
明
け
と

と
も
に
姿
を
消
す
。

春

日
龍
神

上
人
の
参
詣
を
心
待
ち
に
し
て
お

ら
れ
、
上
人
を
太
郎
と
名
づ
け
、

笠
置

の
解
脱
１■
人
を
次
郎
と
呼

び
、
両
の
限
両
の
手
の
よ
う
に
思

し
召
し
、
守
護
遊
ば
す
と
伺

っ
て

い
る
の
で
、
卜
人
が
日
本
を
去
り

天
生
Ｔ

唐
１１
へ
お
渡
り
に
な

つ
て

は
明
神
の
思
し
召
し
に
背
く
こ
と

に
な
る
と

い
う
の
で
あ
る
。
上
人

が
、
入
唐
渡
天
も
仏
跡
を
尋
ね
る

た
め
で
あ
る
か
ら
神
慮
に
背
く
は

ず
は
な
い
と
答
え
る
と
、
母
尊
入

減
後
の
今
日
で
は
、
こ
の
春
日
山

こ
そ
仏
が
説
法
さ
れ
た
霊
鷲
山
で

あ
る
と
諭
す
。
上
人
は
即
ち
こ
れ

を
御
神
託
と
思

い
、
渡
唐
を
思

い

止
ま
り
、
名
を
尋
ね
る
と
、
尉
は

渡
唐
を
止
ま
る
な
ら
ば
、
三
笠
山

に
五
人
生
■の
様
を
写
し
、
澤
迦
の

誕
生
か
ら
入
減
の
様
ま
で
す
べ
て

お
見
せ
し
よ
う
と

い
う
神
の
告
を

伝
え
に
来
た
も
の
で
、
時
風
秀
行

と
名
の
り
、
か
き
消
す
よ
う
に
消

え
て
し
ま
う
，
　

　

　

　

〈中
入
〉

や
が
て
春
Ｈ
野
の
野
山
は
金
色

の
世
界
と
な
り
、

人
大
龍
上
が
百

千
の
春
族
を
引
き
連
れ
て
出
現
し

仏
の
会
座
に
参
会
す
る
様
を
見
せ

る
。
上
人
が
入
膚
渡
天
を
止
ま
る

由
約
束
を
す
る
と
、
龍
神
は
猿
沢

の
池
の
水
を
蹴
立
て
て
消
え
失
せ

る
。時

風
秀
行
と
は
本
日
龍
神
が
鹿

島
か
ら
春
日
山

へ
杉
り
給
う
と
き

に
供
奉
し
た

一人
の
者
。
能
本
で

は
こ
れ
を

一
人
と
し
て
取
扱

っ
て

い
る
。

山
城
国
栂
尾
の
明
恵
卜
人
が
入

唐
渡
天
を
志
し
、
そ
の
暇
乞

い
に

春
日
明
神

へ
参
請
す
る
た
め
、
奈

良
春
日
の
里

へ
と
お
も
む
く
。
そ

こ
へ
官
守
の
尉
が
現
れ
上
人
が
天

竺

・
唐
土

へ
渡
ろ
う
と
考
え
て
い

る
こ
と
を
聞
き
、
そ
れ
は
神
慮
に

背
く

こ
と

で
あ

る
と
引
き
止
め

る
。
と

い
う
の
も
、
本
日
の
明
神

は
、
年
始
を
は
じ
め
四
季
折
々
の

龍
女
之
舞

・・・ ■

お
客
様

へ
お
願

い

◆
都
合
に
よ
り
‐―‐
演
者
に
変
更
が
あ
る
場
合
が
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
‥

◆
許
可
な
き
写
真
撮
影

・
録
計

・
録
画
は
お
断
り

い
た
し
ま
す

◆
上
演
中
は
、
批
十
電
話
な
ど
音
や
光
を
発
す
る

機
器
の
ｆＬ
源
は
お
切
り
く
だ
さ
い
‘

◆
見
所
（客
席
）で
の
ご
飲
食
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

◆
束
隣
に
有
＝
駐
中
場
が
ご
ざ

い
ま
す

´
満
■
の

際
は
同
崎
公
国
市
竹
地
卜
駐
市
場
を
ご
利
用
く

だ

さ

い
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